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［自分に合っている高校って・・・？］ 
よく、進路面談の際に聞かれることの中に「自分に合っている高校」という言葉を聞きます。「ど

ういう点で合っていると思うの？」と聞くと、「成績」という答えがありました。よく、市販され

ている高校案内などの中には、「合格基準」「合格圏内」などの言葉が見られます。その数値だけ見

て、自分に合っているというのは「自分はその学校の試験問題が解ける」や「昨年までのその学校

の合格平均点がとれそうだ」ということでしょう。しかし、その学校で３年間、何をするのか等の

大切なことが抜けてしまっては、選択としては正しいとは言いきれないと思います。機械や電気に

全く興味がないのに工業関係の学科に進んでしまうようなものです。また、「自分に合っている」

というのもよくよく考えてみてください。全ての条件が自分に合っている学校なんて存在しないの

ではないでしょうか。あなたたちも１７、１８歳と年齢を重ねていくうちにいろいろな出会い、様々

な経験を重ね、価値観やものの見方や考え方が大きく変わってくるでしょう。また、今の社会も大

きく変わろうとしています。当然、学校のあり方も変わってくるでしょう。今、自分に合っている

ということにこだわり過ぎるとそれが満たされなかったときに安易に諦めてしまったり、途中で学

校を退学してしまったりする人も増えてくるのではないでしょうか。大切なことは、中学校生活の

中で、自分の希望を大事にしながらも様々な変化に対応（適応）できる柔軟な考えや力を身につけ

ていくことではないでしょうか。 
 

［上級学校の選び方①］ 

１.上級学校の特色をできるだけ詳しく知る。 

上級学校とは、中学校卒業後に進学希望をしている人が行く学校です。進学先は高等学校(高校)

と思っている人が多いようですが、他にも、高等専門学校、専門学校、専修学校などいくつかの学

校があります。高等学校にも全日制や定時制や課程など、それぞれに特徴があります。具体的にど

のような違いがあるかというわけですが、定義的な意味はすぐに調べることができます。しかし、

実際の違いは学校ごとに様々です。その学校の特徴を、インターネット等を活用して自分で調べて、

目標を定めていってほしいと思います。保護者の皆さんの中には、昔のイメージで「あの学校は･･･」

という考えをお持ちの方もいらっしゃるかもしれません。そういう場合は、もう一度調べてみてく

ださい。イメージと全然違う学校になっている場合があります。 

 

２.どんな勉強をしたいのか、自分の何を伸ばしたいのか、どんな生活がしたいか。 

高等学校といっても色々な学校があります。科目とカリキュラム、選択教科とコ

ース、部活動や行事など、それぞれの学校で違いがあります。カリキュラムでは、

全員が同じ授業を受ける高校や、選択教科が多く、一人一人の授業が異なっている

高校、文系・理系に分かれたり色々なコースに分かれたりする高校、習熟度別クラス編制や留学、

ホームステイを積極的に取り入れている高校など様々です。高校の教育内容を知ることが基本です。 

合格が難しいといわれる高校に挑戦して合格した場合、当初の喜びは大きいでしょう。しかしな

がら、いざ学校生活が始まると、学年順位が上がらず劣等感にさいなまれ学校生活そのものにやる

気をなくしてしまう･･･。こんな例を毎年みかけます。自分のことをよく考えて、上のような状況

でも不屈の精神で乗り越えていける性格なのか、あるいは学年の上位につけるような高校に入り、

のびのびと自分の力を伸ばせる学校がいいのか。適応・不適応の面から考えることも大切でしょう。

また、生活面では細やかに指導する学校や厳しくしつける学校、普段の生活を自主性に任せ、責任

を自分にとらせる学校など様々です。入学後の勉強、生活、部活動などがどのようなものになるの

か、自分の生活や普段の行動を考え、どのような高校生活を送りたいのかをよく考えてみてくださ

い。 
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３.卒業後の進路は・・・ 

 上級学校進学希望の人は、自分の将来の希望や卒業生の進路状況について、よく考え調べておき

ましょう。たとえ、大学の付属校や進学校だからといって、それだけでは安心できません。付属校

の内部テストで厳しく選抜されたり、また、ほとんど優遇されない付属校もあります。進学校でも

実績を上げているのは、成績上位の生徒だけというところもあります。 

 高校に入れば何とかなるというものではありません。大学進学は本人の自覚

と意欲と実行にかかっています。就職に力を入れ、高い実績を上げている高校

も数多くあります。高校卒業後、就職するのであれば、就職実績をよく調べて

おきましょう。具体的である必要はありませんが、自分の将来の方向性を見定

めて、その実現に合った上級学校を選択しましょう。 

 

 

４.昨年の我孫子中の先輩たちの進路先一覧(参考までに・・・) 

１．千葉県内公立高等学校 

【千葉公立】 
我孫子   
我孫子東  
東葛飾   
柏   
柏南   
柏陵   

 
柏の葉 
柏中央  
流山北  
清水  
流山おおたか
の森 

 
野田中央 
鎌ヶ谷 
鎌ヶ谷西 
松戸 
松戸南 
小金 

 
松戸国際 
松戸六実 
松戸馬橋 
印旛明誠 
成田西陵 
 

【市立高校】 
市立習志野 
市立船橋 
市立松戸 
市立柏 

２．私立高校 

【千葉市立】 
中央学院  
我孫子二階堂  
和洋国府台女子 
二松學舍大学附属柏 
日本体育大学柏 
東京学館船橋  
流通経済大学付属柏 

 
麗澤 
西武台千葉 
植草学園 
芝浦工業大学柏 
成田 
専修大学松戸 
秀明八千代 
昭和学院 

 
光英 VERITAS 
千葉商科 

【茨城私立】 
土浦日本大学  
東洋大学附属牛久 
江戸川学園取手 
取手聖徳 

【東京私立】 
慶應義塾女子 
早稲田高等本庄 
関東第一 
目黒日本大学 
修徳 
郁文館 
自由学園 
足立学園 

３．その他 

【茨城公立】 
取手第一 
取手第二  
土浦第一 
江戸崎総合 
藤代 
 

【特別支援学校】 
流山高等学園 
湖北特別支援学校 
我孫子特別支援学校 

【他県公立・国立】 
東工大附科学技術 
木更津工業高専 
鳥取県立日野高校 

【定時制・その他】 
第一学院高等学校 
中央自動車大学校 
S 高等学校 
N 高等学校 
あずさ第一 
さくら国際 
野田鎌田学園 
 

 
KTC 中央高等学院 

ヒューマンアカ
デミー高等学校 
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